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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 先週末に南病棟で事故がありました。事故後の取り扱いについて考えていきましょう。

・患者様のご家族の連絡先を再度確認していって下さい。

· 9月分の面会状況の確認、打ち込みを、受け持ちの介護が行って下さい。毎月5日迄にお願いします。3ヶ月面会がなければ受け持ちが連絡して下さい。物だけ持参する家族（会った事のない姪等）にも連絡先の確認をする意味で、受け持ちが連絡していきましょう。

· 患者様が入院したら、クリティカルパスを入れていき、看護計画を立てていきましょう。

· プログラムの入力について千葉　良先生から、きちんと入力して下さいと指摘がありました。

· 最近、個人フォルダ内のフォルダの移動やシートが移動している事があります。各自、管理に注意していって下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 木ノ下　ツヨ様～インスリン皮下注10／22まで継続指示となり、ノボリンＮフレックスペン1本処方となっています。

・島脇　てる様～インスリン皮下注10／22まで継続指示となり、ノボリンＮフレックスペン1本処方となっています。

· 勝田　ヒモエ様～インスリン皮下注10／22まで継続指示となっています。シンラック1本処方され

ました。

· 諏訪　良三様～療養環境改善のため南Ｄユニット203号室⇒南Ｃユニット206号室へ移動となって

います。

· 上舘　ユキ様～療養環境改善のため南Ｄユニット208号室⇒南Ｂユニット101号室へ移動となって

います。

· 勝田　ヒモエ様～療養環境改善のため南Ｂユニット101号室⇒南Ｄユニット208号室へ移動となっ

ています。

· 坂下　ミヨ様～臨時薬9日分継続処方となり、以後定期となります。エンシュア中止となり、MA-8

プラスへ変更となります。食事は、主食1700Kcal→1600Kcalへ変更となります。

· 織田　比佐子様～本日、市民病院へ検査結果を聞きに行っています。肺腺癌で転移はなく、ステー

ジ4で手術対象外との事。今後の治療としては、遺伝子変異の検査をして内服治療が可能か調べるとの事です。本人、娘様は抗がん剤治療を望んでいるが、金銭面、入院により付き添いが必要になると十分に介護が出来ない。又夫様が体調不良であり、金銭面にシビアである事から、抗がん剤治療を行うためには十分に話し合わなければならないとの事。ご家族で話し合った後、治療方針など教えてくださるとの事。右胸部痛、睡眠とれない事から、臨時薬前回+カロナール、ゾルピデム7日分処方となる。眠剤使用により呼吸抑制も考えられる為、睡眠中酸素飽和濃度測定の指示あり。

＜事故の振り返り＞

事故内容：10／12準夜帯で和田敦子様の左額の内出血を発見する。

原因分析：日勤ー午前はホールで車椅子に乗って過ごし、スタッフ見守りしており、転倒、打撲等はなし。午後のオムツ交換後、安静臥床していたが、まもなく一人で廊下に出て来たが、その時点で打撲等は確認していなかった。その後はＣ 、Dユニットホールで過ごしスタッフ見守っていた。打撲で考えられる事は、①布団とチェストの間隔が狭く、チェストにぶつけた可能性がある。②立ち上がり時、ふらついてドア、壁等にぶつけた可能性がある。③一人での臥床保持が不可能なため、すぐに起きてくる。以上の事が考えられるが、スタッフがマンツーマンで居られない時に打撲したと考えられる。

事故対策検討内容：歩行時のふらつきがある為、独歩はさせず、スタッフのマンツーマンでの対応をしていく。

＜週間予定＞

· 10／15（月）勝田　ヒモエ様～ＭＴ交換予定

· 10／16（火）上舘　ユキ様～ＭＴ交換予定

　　　　　　　　松倉　金作様～8：00退院予定（サンシャイン入所の為）

